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的な系としては閃亜鉛鉱型半導体のr 6 伝導帯と ra 価電帯の対から生じる 8 つの lS 型励起子状態を
考え群論的考察に基づき，その分散を並進波数ベクト jレ成分の線型項， (3 つのタイプの)二次の項お
よび電子・正孔交換相互作用で記述した口音響フォノン (TA , L A モード)による散乱の機構として
は波数ベクトル (K) ，光の分極ベクトル，関与するフォノンのモードの組合せによって決る「フォノ
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ン選択則 j と K線型項の存在に起因する「準選択員IJJ があり，それぞれポラリトン分枝上のさまざまな
始状態と終状態の組み合わせに対して， RBSの散乱強度が「完全にゼロになるもの」および「観測にか
からないほど弱し、もの」を同定する目安となる。乙の選択則の有効性は CuBr の 1 S 型励起子のパラメ
ター値について，これまで行われていた論争に終止符を打つような論点を提供することによって示され
る。
定量的な強度およびRBS シフトの計算例として， (1)種々の幾何学的配置におけるCuBr :212 励起子，
(2)磁場中でのCd 1 - X Mnx Te の 1 S 型励起子をとりあげた。その際必要ないわゆる「付加的境界条件












要な付加的境界条件の問題などを含めて見通しのよい形に整えた。 CuBr , Cd l-x Mnx Te などの系
について計算を行い，一般的な結論として，入射光散乱光の偏光性と結晶面の幾何学的配置に応じた音
響フォノンの各モ ドの散乱選択則，励起子状態の特徴にもとづく準選択則を明かにし，具体的な解析
の有効性をそれぞれの場合に示した。以上本論文は多成分励起子ポラリトンに関しスペクトル同定，強
度解析に指針を与えるものとして学位論文に価するものと認める。
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